
 

 

  

令和４年度   事業報告書

(令和 4 年４月１日～令和５年３月 3１日) 

I. 事業の状況 

1．組織基盤の強化 

（１）地方組織の活性化を推進するため、全国 8 ブロックでの研修会を順次開催を予定した。 

（２）事業(総務会計、広報、学術)の各委員会責任者並びに担当者により運営・実施。 

（３）各委員会の役割を明確にすることで、責任を持って事業を推進する。 

（４）会員状況 会員総数 1,242 名 

１）正 会 員 :1,139 名 

２）賛助会員 :  103 名 

３）入・退会状況 

入  会   :   44 名((内賛助会員 0 名) 

退  会   :  114 名(内賛助会員 0 名) 

 

２．公益目的事業 ―― 資質向上、国民の保健衛生・健康増進、健康保険療養費支給申請制度の 

 普及・推進を図る事業 

（１）資質向上事業（研修会等の開催) 

１）中国ブロック三療研修会 

 日 時：令和 4 年 10 月 29 日（土）・30 日（日）  

 場 所：岡山県視覚障害者センター 会議室 

 ①10 月 29 日（土）１３：３０～  

 テーマ：「作業所における「あはき治療院」の経営について」  

 講 師：竹内 昌彦 先生（元岡山県立岡山盲学校教頭）  

 ②10 月 30 日（日）１0：00～12：00  

 テーマ：「情けは人のためならず-帳簿は税務署のためならず-あはき事業者の視点で考えてみよう」  

 講 師：田辺 和泉 先生（公益社団法人日本あん摩マッサージ指圧師会専務理事） 

③施設見学会：「B 型作業所あしたば北長瀬はりきゅうマッサージ治療院」 

  参加者延べ：会員 54 名  

2）中央三療研修会 

 １）日 時：令和 5 年 2 月 8 日（水）10：30～13：00  

 場 所：東京都盲人福祉協会 会議場 

 テーマ：「医師による問診テクニックと注意点（精神科領域編）」 

 講 師：鴨下 一郎 先生（医学博士・元環境大臣）  

 参加者：会員２0 名、会員外 4 名  

 ２）日 時：令和 5 年２月２３日（木）13：00～18：00  

 場 所 東京都障害者福祉会館 2 階和室 

 テーマ：「浪越指圧とは」  

 講 師：黒澤 一弘 先生（指圧師・解剖学講師）  

 参加者：会員 12 名、会員外 4 名  

 

（２）健康保険療養費支給申請制度の普及・推進を図る事業 

１）保険部会員の状況(令和４年３月 3１日現在) 

会員数：173 名 
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２）療養費請求代行取扱件数及び取扱事務手数料収入は次のとおりである。 

① 累 計 取 扱 件 数 ： 6,980 件 

(前年同期 7,267 件 前年同期比 96.1%) 

② 累 計 支 給 決 定 金 額 ： 108,735,802 円 

(前年同期 114,466,946 円 前年同期比 95.0％) 

③ 累計取扱事務手数料収入： 4,904,931 円 

(前年同期  5,153,962 円 前年同期比 95.2%) 

※当年度期間中に支給決定されたものです。 

※取扱事務手数料については,平成３１年 4 月より支給決定金額の 4.5%を徴収している。 

   ３）療養費支給申請書内容審査状況(令和４年度) 

平成 27 年 4 月より療養費支給申請書の内容審査を各保険者提出前に実施しており、その結果の

実績詳細は次表のとおり。 

[作業実績](令和４年 4 月～令和 5 年３月) 

・今年度療養費支給申請審査件数：7,446 件 (前年同期 7,487 件) 

・返戻件数           ： 255 件 (前年同期 236 件) 

・返戻率           ：3.42%  (前年同期 3.15%) 

年 月  
 申 請

件 数  
返戻件数 返戻率% 

返戻要因 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

令和４年 4 月  674 28 4.15% 4 0 0 0 0 24 

令和４年 5 月  559 20 3.58%  0 3 0 2 2 13 

令和４年 6 月  620 26 4.19% 7 1 0 5 0 13 

令和４年 7 月  639 30 4.69% 9 2 0 0 0 19 

令和４年 8 月  620   20 3.23% 0 2 0 2 9 7 

令和４年 9 月  577 18 3.12% 0 4 3 1 0 10 

中 間 計   3,689  142  3.85% 20 12 3 10 11 86 

令和４年１０月    644  22  3.42％  1 2 4 0 1  14 

令和４年１１月    594 16 2.69％ 3 1 2 0 1   9 

令和４年１２月    607 24 3.95％ 2 1 6 1 5   9 

令和５年１月    676 15 2.22％ 5 1 5 1 0   3 

令和５年２月    616 17 2.76％ 1 2 4 2 1   7 

令和５年３月    618 19 3.07％ 2 7 0 2 4   4 

合 計   7,446   255 3.42％ 34 26 24 16 23 132 

＜返戻要因＞ ①申請書同意内容相違 ②保険者証記載内容相違 ③負担割合相違 

④施術日数相違 ⑤資格喪失 ⑥その他 

     ⑥その他 における主な返戻理由 

1. 同意書の添付無し 

2. 施術報告書の不適合(報告月の相違) 

3. 施術管理者 No.を登録する日の前に申請 

4. 継続理由書の不備 

5. 往療内訳表の不備 

 

（3）健康保険療養費支給申請の相談・助言・支援を行う事業 

・施術師(会員等)からの電話による問合せ、相談についての担当者対応状況。 
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・令和４年 4 月～令和５年３月度の実績は 193 件、月平均約 16.1 件。 

・詳細は下記の通りである。 

 内 容  4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計 

1 施術所開設・受領委任 2 0 1 0 1 4 1 2 2 2 0 1 16 

2 総括表・療養費支給申請書 1 1 11 11 5 3 7 4 5 2 3 2 55 

3 同意書 3 4 3 2 2 1 1 5 2 0 0 1 29 

4 往療料 1 1 0 0 2 3 1 0 1 1 1 3 13 

5 施術報告書 2 3 4 1 3 3 2 2 2 2 3 2 30 

6 その他 3 3 4 6 3 6 3 5 2 5 4 6 50 

合 計  12 12 23 20 16 20 15 18 14 12 11 15 193 

 

（５）その他の事業 ―― 相互扶助等事業 

１）会員の福利厚生に資する事業 

令和４年 4 月～令和５年３月度の賠償責任保険取り次ぎ事務手数料実績は、次の通りである。 

①保 険 料 払 込 金 額： 4,700,931 円 

②取扱い事務手数料総額：   546,875 円 

2）賠償責任保険加入者の事故補償の実績。(令和５年３月迄の累計) 

発生件数は 8 件で、支払補償金額は 556,797 円であった。 

事故の概要は 

  人身事故： 7 件 541,797 円 

  物損： 1 件 15,000 円 

その他： 0 件 0 円 

 

 

I. 収支概況 ―― 詳細は令和４年度決算報告書並びに監査報告書を参照願います。 

 

 

II. その他（内部会議等） 

 【総務会計委員会分掌の会議開催状況】 

１）通常総会 

第 9 回 

令和４年 6 月２６日 

1.令和３年度事業報告（案）承認の件 

2.令和３年度収支決算報告書（案）並びに監

査報告承認の件 

山口県盲人福祉協会会

議室 

661 名 

（委任状による

出席 641 名） 

２）正副長会議 

第1回  令和４年９月２１日 日本視覚障害者センター 
安田会長ほか 

副会長３名 

第2回  令和５年３月８日 日本視覚障害者センター 
安田会長ほか 

副会長３名 

３）理事会 

第１回 

（定例） 

令和４年 5 月 18 日 

1.令和３度事業報告（案）について 
ＺＯＯＭ会議 

会長ほか 

理事 9 名 
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2.令和３年度決算報告（案）について 

３.その他 

監事２名 

第２回 

（臨時） 

令和４年 6 月２２日 

1.労災特別加入制度の準備状況について 

２.療養費の改定について 

3..その他 

ＺＯＯＭ会議 

会長ほか 

理事 15 名 

監事２名 

第３回 

（定例) 

令和４年８月１７日  

1.近畿ブロックの立上げについて 

2.コピー機の入れ替えについて 

3.その他 

ＺＯＯＭ会議 

会長ほか 

理事 13 名 

監事 1 名 

第４回 

（定例） 

令和４年 11 月 16 日  

1 第 11 回通常総会の開催日程等について 

2.令和 5 年度事業計画・予算(原案)について 

３.その他 

ＺＯＯＭ会議 

会長ほか 

理事 14 名 

監事 2 名 

第５回 

（臨時） 

令和５年１月 18 日  

1.第 11 回通常総会の開催地等について 

2.労災特別加入制度の募集拡大について 

3.任期満了に伴う役員改選について 

4.その他 

ＺＯＯＭ会議 

会長ほか 

理事 12 名 

監事 1 名 

 

第 7 回 

（定例） 

令和５年３月 15 日 

1.令和５年度事業計画(案)について 

２.令和 5 年度収支予算(案)について 

2.第 11 回通常総会の開催について 

3.その他 

ＺＯＯＭ会議 

会長ほか 

理事１5 名 

監事２名 

４）監査 

第1回  

令和４年４月 27 日 

1.令和３年度事業実施状況の監査 

2.令和３年度会計状況の監査 

日本視覚障害者センター 
理事 2 名 

監事 2 名 

第2回  

令和４年 11 月 16 日 

1.令和４年度事業実施状況（中間）の監査 

2.令和４年度会計状況（中間）の監査 

日本視覚障害者センター 
理事 3 名 

監事 2 名 

 

５）総務会計委員会 

第1回  令和４年 5 月 11 日 ＺOOM 会議 5 名 

第2回  令和 5 年 3 月 8 日 ZOOM 会議 5 名 

６）広報委員会 

第1回  令和４年 9 月 21 日 ＺOOM 会議 5 名 

第2回  令和４年 12 月 7 日 ZOOM 会議 5 名 

第3回  令和５年３月 28 日 ZOOM 会議 5 名 

７）学術研修委員会 

第1回  令和５年 3 月９日 ZOOM 会議 6 名 
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Ⅳ その他（外部会議等） 

【会議出席状況】 

１）3 団体長会議（労災特別加入制度について） 

令和４年４月 5 日  ZOOM 会議 安田会長ほか 

令和 4 年 8 月 17 日  ZOOM 会議 安田会長ほか 

令和 4 年 9 月 1 日  日鍼師会会議室 田辺専務理事ほか 

２）４団体長会議（4 団体長＋実務者） 

令和４年４月５日  ZOOM 会議 
安田会長、古村副会長、角
本理事 

令和 4 年 4 月 11 日  ZOOM 会議 
安田会長、古村副会長、角
本理事 

令和 4 年 4 月 21 日  ZOOM 会議 
安田会長、古村副会長、角
本理事 

令和 4 年 8 月 17 日  ZOOM 会議 
安田会長、古村副会長、角
本理事 

３）実務者協議 

令和４年４月 1 日  ZOOM 会議 角本理事 

令和４年４月 6 日  ZOOM 会議 古村副会長、角本理事 

令和４年４月７日  ZOOM 会議 古村副会長、角本理事 

令和 4 年４月 12 日  ZOOM 会議 古村副会長、角本理事 

令和 4 年４月 14 日  ZOOM 会議 古村副会長、角本理事 

令和 4 年４月 15 日  ZOOM 会議 角本理事 

令和 4 年４月 26 日  ZOOM 会議 古村副会長、角本理事 

令和 4 年 6 月 22 日  日鍼師会会議室 古村副会長、角本理事 

令和 4 年 7 月 27 日  厚労省保険局 古村副会長、角本理事 

令和 4 年 8 月 24 日  厚労省保険局 角本理事 

令和 4 年 9 月 28 日  厚労省保険局 古村副会長、角本理事 

令和 4 年 10 月 5 日  ZOOM 会議 古村副会長、角本理事 

令和 4 年 10 月 13 日  ZOOM 会議 古村副会長、角本理事 

令和 4 年 10 月 26 日  厚労省保険局 古村副会長、角本理事 

令和 4 年 11 月 24 日  厚労省保険局 角本理事 

令和 4 年 12 月 26 日  厚労省保険局 古村副会長、角本理事 

令和 5 年 1 月 11 日  ZOOM 会議 古村副会長、角本理事 

令和 5 年 1 月 25 日  ZOOM 会議 古村副会長、角本理事 

令和 5 年 3 月 22 日  厚労省保険局 古村副会長、角本理事 
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４）施術管理者研修実施委員会 

令和５年 3 月 8 日  ZOOM 会議 大場副会長 

５）あはき等法推進協議会 

令和４年 5 月 20 日  ZOOM 会議 
安田会長、野本理事、田辺
専務理事 

令和４年７月 25 日  ZOOM 会議 
安田会長、野本理事、田辺
専務理事 

令和４年 8 月 17 日  ZOOM 会議 
安田会長、野本理事、田辺
専務理事 

令和 4 年 10 月 24 日  ZOOM 会議 
安田会長、野本理事、田辺
専務理事 

令和 4 年 11 月 7 日  ZOOM 会議 
安田会長、野本理事、田辺
専務理事 

令和 4 年 12 月 9 日  ZOOM 会議 
安田会長、野本理事、田辺
専務理事 

令和 5 年 1 月 16 日  ZOOM 会議 
安田会長、野本理事、田辺
専務理事 

令和 5 年 3 月 13 日  ZOOM 会議 
安田会長、野本理事、田辺
専務理事 

６）療養費検討専門委員会 

令和４年 5 月 6 日  ZOOM 会議 角本理事 

７）東洋療法研修試験財団「生涯教育作業部会」 

令和 4 年 4 月 28 日  ZOOM 会議 大場副会長 

8）東洋療法将来研究会 

令和４年６月 15 日 全体会議 ZOOM 会議 安田会長、大場副会長 

９）東洋療法将来研究会「生涯・教育部会」 

令和４年４月 15 日  ZOOM 会議 大場副会長 

令和 4 年 7 月 2 日 
認定訪問マッサージ実技講

習 

東京医療福祉専

門学校 
大場副会長 

令和 4 年 7 月 3 日 
認定訪問マッサージ更新講

習 

東京医療福祉専

門学校 
大場副会長 

令和 4 年 8 月 24 日  ZOOM 会議 大場副会長 

令和 4 年 10 月 5 日  ZOOM 会議 大場副会長 

令和 4 年 11 月 9 日  ZOOM 会議 大場副会長 

令和 4 年 11 月 26 日 
認定訪問マッサージ基礎合

議① 

東京医療福祉専

門学校 
大場副会長 

令和 4 年 11 月 27 日 
認定訪問マッサージ基礎合

議② 

東京医療福祉専

門学校 
大場副会長 

令和 5 年 1 月 17 日  ZOOM 会議 大場副会長 

令和 5 年２月 4 日 
認定訪問マッサージ実技講

習会① 

東京医療福祉専

門学校 
大場副会長 
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令和 5 年 2 月 5 日 
認定訪問マッサージ実技講

習会② 

東京医療福祉専

門学校 
大場副会長 

令和 5 年 3 月 10 日  ZOOM 会議 大場副会長 

10）あん摩師等法１９条関連 

令和４年 4 月２日  ZOOM 会議 安田会長 

11）その他 

令和４年４月 21 日 労災特別加入に関する3団体協議 ＺＯＯＭ会議 
角本理事、田辺

専務理事 

令和 4 年 4 月 27 日   労災特別加入に関する 3 団体協議 ＺＯＯＭ会議 角本理事 

令和 4 年 5 月 10 日 労災特別加入に関する3団体協議 ベルクラシック東京 
角本理事、田辺

専務理事 

令和４年 6 月 21 日 東洋療法研修試験財団 書面評決 安田会長 

令和 4 年 7 月 5 日 労災特別加入に関する3団体協議 ＺＯＯＭ会議 
角本理事、田辺

専務理事 

令和 4 年 7 月 13 日 労災特別加入に関する3団体協議 ＺＯＯＭ会議 
角本理事、田辺

専務理事 

令和４年 8 月 21 日 近畿ブロック懇談会 京都テルサ会議室 
安田会長、武理

事、田辺専務理事 

令和 4 年８月 26 日 あはき問題戦略会議 ＺＯＯＭ会議 安田会長 

令和 4 年 8 月 27 日 
京築マッサージ師会 創立 120

周年記念式典・祝賀会 
ニューいずみホール 

安田会長、田辺

専務理事 

令和 4 年 10 月 10 日 都盲協結成 120 周年記念祝賀会 アルカディア市ヶ谷 安田会長 

令和 4 年 12 月 2 日 労災特別加入に関する3団体協議 ＺＯＯＭ会議 
角本理事、田辺

専務理事 

令和 4 年 12 月 3 日 第 17 回日本鍼灸師会全国大会 ウィンクあいち 
安田会長、田辺

専務理事 

令和 4 年 12 月 18 日 日本理療科教員連盟創立 70 周年記念式典 アルカディア市ヶ谷 古村副会長 

令和 4 年 12 月 18 日 近畿ブロック第 2 回懇談会 京都テルサ会議室 
安田会長、武理

事、田辺専務理事 

令和 5 年 1 月 11 日 労災特別加入に関する3団体協議 ＺＯＯＭ会議 
角本理事、田辺

専務理事 

令和 5 年 3 月 3 日 
社会福祉法人ライトハウス創業 100

周年記念式典 

ＺＯＯＭ会議メッセ

ージ 
安田会長 

令和 5 年 3 月 4 日 及川理事総理大臣表彰受賞祝賀会 
岩手視覚障碍者福祉

会館 

安田会長、田辺

専務理事 
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エクセル版

（単位：円）

令和4年度 令和3年度 増減

10,168,900 7,694,900 2,474,000

5,904,705 6,406,126 △ 501,421

0 0 0

426,000 612,000 △ 186,000

4,931,830 5,164,236 △ 232,406

546,875 629,890 △ 83,015

747,223 1,082,945 △ 335,722

16,820,828 15,183,971 1,636,857

 ④事業費（公益・収益事業等） 13,849,745 12,432,173 1,417,572

6,415,200 7,868,902 △ 1,453,702

991,030 151,502 839,528

534,172 0 534,172

333,548 0 333,548

397,806 340,578 57,228

931,884 873,980 57,904

370,414 389,471 △ 19,057

501,800 527,705 △ 25,905

118,800 118,800 0

594,000 594,000 0

492,901 330,631 162,270

154,101 156,724 △ 2,623

2,014,089 1,079,880 934,209

 ⑤管理費 1,459,958 1,415,777 44,181

712,800 874,322 △ 161,522

110,114 16,834 93,280

65,900 0 65,900

37,061 32,780 4,281

30,411 33,216 △ 2,805

95,591 97,064 △ 1,473

41,157 43,274 △ 2,117

26,322 36,995 △ 10,673

13,200 13,200 0

66,000 66,000 0

54,767 36,737 18,030

17,122 17,414 △ 292

189,513 147,941 41,572

15,309,703 13,847,950 1,461,753

1,511,125 1,336,021 175,104

0

4 300,005 △ 300,001

0 0 0

4 300,005 △ 300,001

1,511,129 1,636,026 △ 124,897

△ 508,771 △ 2,144,797 1,636,026

1,002,358 △ 508,771 1,511,129

　　　収　支　決　算　書（案）

　　　　　　　　　　　　令和4年4月1日から令和5年3月31日まで

消耗品費

印刷製本費

光熱水道料

リース料

その他の経費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

会議費

旅費交通費

パート・アルバイト賃金

福利厚生費

役員報酬・給料手当

正味財産期末残高

第1号議案-2　令和4年度収支決算書（案）について

　　　この「収支決算書(案)」は点字用に要約したものです。

１．経常収益の部

①受取会費等

② 事業収益

経常外収益計

経常外費用計

当期経常外収支差額

当期収支差額合計

当期経常支出合計

当期経常収支差額

消耗品費

印刷製本費

 ③受取負担金・寄付金・雑収入等

その他の経費

正味財産期首残高

２．経常外増減の部

賃借料

リース料

広報費

福利厚生費

広報費

パート・アルバイト賃金

科 目

Ⅰ　一般正味財産増減の部

光熱水道料

賃借料

当期経常収入合計

研修会参加費

保険部会費

療養費事務手数料

賠償保険事務手数料

通信運搬費

２．経常費用の部

役員報酬・給料手当
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第1号議案-3

（単位：円）

科　　目 令和4年度 令和3年度 増　　減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　　現　　　  金 5,915 2,929 2,986

　　　　預　　　  金 11,330,575 13,468,757 △ 2,138,182

　　　　未  収  会  費 1,104,000 1,104,000 0

　　　　未　 収 　金 65,000 65,000 0

　　　　立　 替　 金 43,680 0 43,680

　　　　前　 払 　金 0 0 0

　　流動資産合計 12,549,170 14,640,686 △ 2,091,516

　　資 産 合 計 12,549,170 14,640,686 △ 2,091,516

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

　　　　短 期 借 入 金 0 600,000 △ 600,000

　　　　未　 払 　金 853,488 3,746,394 △ 2,892,906

　　　　前  受  会  費 24,260 48,000 △ 23,740

　　　　療養費預り金 10,292,315 10,629,212 △ 336,897

　　　　その他預り金 214,068 0 214,068

　　　　仮　 受 　金 92,681 55,851 36,830

　　　　未払法人税等 70,000 70,000 0

　　流動負債合計 11,546,812 15,149,457 △ 3,602,645

　　負債合計 11,546,812 15,149,457 △ 3,602,645

Ⅲ　正味財産の部

　１．指定正味財産

　　　　指定正味財産合計 0 0 0

　２．一般正味財産

　　　　正味財産合計 1,002,358 △ 508,771 1,511,129

　　　　負債及び正味財産合計 12,549,170 14,640,686 △ 2,091,516

公益社団法人日本あん摩マッサージ指圧師会　

貸 借 対 照 表

2023年3月31日
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（単位：円）

令和4年度 令和3年度 増減

 受取入会金 72,000 75,000 △ 3,000

 受取会費 10,096,900 7,619,900 2,477,000

 事業収益 5,904,705 6,406,126 △ 501,421

　 研修会参加費 0 0 0

　 保険部会費 426,000 612,000 △ 186,000

　 療養費事務手数料 4,931,830 5,164,236 △ 232,406

　 賠償保険事務手数料 546,875 629,890 △ 83,015

 受取負担金収入 152,000 0 152,000

 受取寄付金 266,000 635,000 △ 369,000

0 65,000 △ 65,000

43 46 △ 3

329,180 382,899 △ 53,719

16,820,828 15,183,971 1,636,857

13,849,745 12,432,173 1,417,572

役員報酬・給料手当 6,415,200 7,868,902 △ 1,453,702

パート・アルバイト賃金 991,030 151,502 839,528

福利厚生費 534,172 0 534,172

会議費 333,548 0 333,548

旅費交通費 397,806 340,578 57,228

通信運搬費 931,884 873,980 57,904

消耗品費 370,414 389,471 △ 19,057

印刷製本費 501,800 527,705 △ 25,905

光熱水道料 118,800 118,800 0

賃借料 594,000 594,000 0

リース料 492,901 330,631 162,270

広報費 154,101 156,724 △ 2,623

渉外費 66,000 0 66,000

　　支払負担金 575,700 37,700 538,000

支払手数料 467,101 386,043 81,058

委託費 869,220 460,669 408,551

雑費 36,068 195,468 △ 159,400

1,459,958 1,415,777 44,181

　　役員報酬・給料手当 712,800 874,322 △ 161,522

パート・アルバイト賃金 110,114 16,834 93,280

福利厚生費 65,900 0 65,900

会議費 37,061 32,780 4,281

旅費交通費 30,411 33,216 △ 2,805

通信運搬費 95,591 97,064 △ 1,473

消耗品費 41,157 43,274 △ 2,117

印刷製本費 26,322 36,995 △ 10,673

光熱水道料 13,200 13,200 0

賃借料 66,000 66,000 0

リース料 54,767 36,737 18,030

広報費 17,122 17,414 △ 292

租税公課 71,000 73,700 △ 2,700

渉外費 4,000 0 4,000

支払負担金 2,000 0 2,000

支払手数料 11,926 1,337 10,589

委託費 96,580 51,185 45,395

雑費 4,007 21,719 △ 17,712

15,309,703 13,847,950 1,461,753

1,511,125 1,336,021 175,104

0

4 300,005 △ 300,001

0 0 0

4 300,005 △ 300,001

1,511,129 1,636,026 △ 124,897

△ 508,771 △ 2,144,797 1,636,026

1,002,358 △ 508,771 1,511,129

1,002,358 △ 508,771 1,511,129

第1号議案-4                   　正味財産増減計算書
令和4年4月1日から令和5年3月31日まで

  公益社団法人日本あん摩マッサージ指圧師会

 管理費

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

　(１)経常収益

 広告料

 受取利息

 事業費

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ　正味財産期末残高

科 目

経常外収益

当期経常増減額

２．経常外増減の部

経常外損失

当期経常外増減額

 雑収益

経常収益計

　（２）経常費用

経常費用計
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 団体損保取次  相互情報交換 共通

-                  

-                  

-                  

 受取入会金 36,000             36,000              72,000              

 受取会費 4,826,318         1,009,690         1,211,628         3,049,264         10,096,900        

 事業収益 5,357,830         546,875            -                  5,904,705         

　 研修会参加費 -                 -                  

保険部会費 426,000            426,000            

療養費事務手数料 4,931,830         4,931,830         

賠償保険事務手数料 546,875            546,875            

 受取負担金 152,000            152,000            

 受取寄付金 266,000            266,000            

-                 -                  -                  

43                   43                   

329,180            329,180            

10,220,148        1,556,565         1,211,628         3,680,487         16,820,828        

11,672,901        1,163,692         1,013,152         13,849,745        

役員報酬・給料手当 5,773,680         320,760            320,760            6,415,200         

パートアルバイト賃金 891,927            49,552             49,552              991,030            

福利厚生費 480,755            26,709             26,709              534,172            

会議費 300,193            16,677             16,677              333,548            

旅費交通費 358,025            19,890             19,890              397,806            

通信運搬費 745,507            93,188             93,188              931,884            

消耗品費 259,290            55,562             55,562              370,414            

印刷製本費 501,800            75,270             -75,270            501,800            

光熱水道料 83,160             17,820             17,820              118,800            

賃借料 415,800            89,100             89,100              594,000            

リース料 345,031            73,935             73,935              492,901            

広報費 107,871            23,115             23,115              154,101            

渉外費 46,200             9,900               9,900               66,000              

　　支払負担金 402,990            86,355             86,355              575,700            

支払手数料 326,971            70,065             70,065              467,101            

委託費 608,454            130,383            130,383            869,220            

雑費 25,248             5,410               5,410               36,068              

1,459,958         1,459,958         

　　役員報酬・給料手当 712,800            712,800            

パートアルバイト賃金 110,114            110,114            

福利厚生費 65,900              65,900              

会議費 37,061              37,061              

旅費交通費 30,411              30,411              

通信運搬費 95,591              95,591              

消耗品費 41,157              41,157              

印刷製本費 26,322              26,322              

光熱水道料 13,200              13,200              

賃借料 66,000              66,000              

リース料 54,767              54,767              

広報費 17,122              17,122              

租税公課 71,000              71,000              

渉外費 4,000               4,000               

支払負担金 2,000               2,000               

支払手数料 11,926              11,926              

委託費 96,580              96,580              

雑費 4,007               4,007               

11,672,901        1,163,692         1,013,152         1,459,958         15,309,703        

△ 1,452,753 392,873            198,476            2,220,529         1,511,125         

4                     4                     

4                     4                     

-                  

-                  

4                     4                     

1,511,129         

△ 508,771

1,002,358

1,002,358

第1号議案-5 正味財産増減計算書内訳表
　　　　　　　　　　　　　（令和4年4月1日～令和5年3月31日） （公社）日本あん摩マッサージ指圧師会

経常収益計

勘 定 科 目
収益事業等会計

法人会計 合　　計

１．経常増減の部

　(１)経常収益

 基本財産運用益

 広告料

 受取利息

 雑収益

一般正味財産期首残高

一般正味残残期末残高

Ⅱ　正味財産期末残高

 公益事業会計

経常外収益

経常外収益計

雑損失

経常外費用計

当期経常外増減額

当期一般正味財産増減額

　（２）経常費用

 事業費

 管理費

経常費用計

当期経常増減額

２．経常外増減の部
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第 1号議案-6 

財務諸表に対する注記 

 

１．継続事業の前提に関する注記 

   当事業年度において当期一般正味財産増減額 1,511,129 円を計上した。これにより繰

越債務超過額 508,771 円を解消し、純資産として 1,002,358 円を計上することができ

た。 

   当法人は、債務超過の状況を解消するため、多くの会員の意見を反映させ、魅力ある事業

を策定展開し、広報事業、研修事業、収益事業として施術所の開設、会員の増強、徹底的な

支出の削減を計画するとともに、財政健全化を図るための方策として令和 4 年度より会費

の値上げを実施し、増収を図ることとした。 

その結果、令和元年度から複数年にわたる財務改善策の実行により、令和 4 年度におい

て債務超過の解消を図ることができた。 

    

２．重要な会計方針 

 （１）リース取引の処理方法 

   リース物件の所有権が借主に移転するもの以外のファイナンス・リースに取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。 

 （２）消費税の会計処理 

   消費税等の会計処理については、税込方式によっている。 

 

３．会計方針の変更 

 該当する事項はない。 

 

４．担保に供している資産 

 該当する事項はない。 

 

５．保証債務等の偶発債務 

 該当する事項はない。 

 

６．関連当事者との取引の内容 

 該当する事項はない。 

 

７．その他 

 該当する事項はない。 
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第1号議案-7

場所・物量等 使用目的等

（流動資産）

現金預金 現金手元有高 運転資金 5,915

通常貯金/㈱ゆうちょ銀行№735***** 運転資金 343,697

郵便振替1/ゆうちょ銀行№00140-*-****** 運転資金 90,367

郵便振替2/ゆうちょ銀行№00170-*-****** 運転資金 545,289

郵便振替3/ゆうちょ銀行№00180-*-****** 運転資金 271,578

普通預金/三井住友銀行№411**** 運転資金 10,079,644 11,336,490

未収会費 正会員延べ184名分 1,104,000

前払金 療養費返戻分立替払金 43,680

未収金 会報広告料@5,000×13件 65,000

　流動資産合計 12,549,170

　　資産合計 12,549,170

（流動負債）

未払金 給与等立替分/日本視覚障害者団体連合 655,488

光熱水道料/日本視覚障害者団体連合 33,000

事務所賃借料/日本視覚障害者団体連合 165,000 853,488

前受会費 正会員会費等　 24,260

預り金 療養費 10,292,315

賠償責任保険料 6,866

その他（免許保有証登録料） 19,750

源泉所得税並びに社会保険料等 187,452 10,506,383

仮受金 東マ会年会費並びにその他仮受金等 92,681

未払法人税等 都民税均等割り 70,000

　流動負債合計 11,546,812

　　負債合計 11,546,812

　　正味財産 1,002,358

貸借対照表科目 金　　額

　　　　　　　　　（単位：円）

財　産　目　録
2023年3月31日

13



監査報告書 

 

公益社団法人日本あん摩マッサージ指圧師会 

会長 安田 和正 殿 

 

令和５年４月１２日 

公益社団法人日本あん摩マッサージ指圧師会 

監 事 木暮 晴雄 

監 事 加藤 健太 

 

私たち監事は、令和４年 4月 1日から令和５年 3月 31日までの事業年度の理事の

職務の執行を監査いたしました。その方法及び結果について、次のとおり報告いたしま

す。 

 

１．監査の方法及びその内容 

各監事は、理事及び事務局等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備

に努めるとともに、理事会その他重要な会議に出席し、理事および事務局等からその

職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類など

を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしました。以上の方法に基づき、当該事業

年度に係る事業報告について検討いたしました。 

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る計算書

類（貸借対照表及び正味財産増減計算書及びその付属明細書並びに財産目録）につい

て検討いたしました。 

 

２．監査意見 

（１）事業報告等の監査報告 

一 事業報告は、法令及び定款に従い、法人の状況を正しく示しているものと認め

ます。 

二 理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令に若しくは定款に違反する重大

な事実は認められません。 

（２）計算書類及びその付属明細書並びに財産目録の監査結果 

計算書類及びその付属明細書並びに財産目録は、法人の財産及び損益の状況をす

べての重要な点において適切に示しているものと認めます。 

 

3．その他 

（１）財務状況の改善については、引き続き取組むことが大事であると思われます。対

応策に基づき継続的に、着実に実施してください。 

14


